
応急手当の基本的な心得 

＃なるべく一人では対処せず、他の人を呼ぶ 

＃自らの安全を確保したうえで、負傷者に近づく 

＃できる限り早く 119番通報する   

＃日頃から応急手当に関する知識と技術を学び、身につけておく 

＃人命を救う勇気を持つ 

応急手当とは？ 

突然起こった病気やけがに対して、その場に居合わせた一般の

人（特別な資格はなくてもよい）が、傷病者を救急隊員や病院

に引き継ぐまでに行う手当のことで、速やかに行えば命が救え

たり、病気やけがの悪化を防止し、苦痛を軽減することが可

能になる。 

 

 

 

 

 

 

今月号は、特別な資格が無くても誰にでも行える応急手当（心肺蘇生法） 

についてお知らせ致します。 

  

 

 

 

 

 

 

人は心臓停止から 3 分、呼吸停止から 10 分、大出血からは 30 分の経過 

で約 50％が死亡すると言われています。このような場合に居合わせたらま 

ず 119 番への通報が最優先ですが、一刻を争う事態なので、救急車の到着 

までの間に（全国平均到着時間約 8分）大至急応急手当を施すことが必要に 

なります。特に呼吸停止・循環停止は救急隊員を待っていては手遅れになる 

事が多い、そのため心肺停止者には躊躇することなく、胸骨 

圧迫と人工呼吸（必要があればAED＝自動体外式除細動器 

の使用も合わせて）を実施する必要があります。 

 

 

 

 

 

身延山大学医務室11月号 

令和5年11月1日発行★ 

大学周辺の木々も色づき始めましたね。 

気温も下がってきたので、防寒・加湿を心がけ 

体調管理をしましょう。 



反応がない 反応がある、もしくは通常の呼吸（胸

と腹部が上下に動いている）がみら

れる。 

近くにいる人に、 

『あなたは救急車を呼んでください』 

『あなたはAEDを持ってきてください』 

と明確に依頼します。 

『心肺蘇生』の流れと『AED』の使い方を知っておきましょう  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

傷病者発生 

意識が戻った、ある

いは意識はないが十

分な呼吸をしている

時は、横向きで上側

の手の甲にあごを乗

せ、上側の膝を90度

に曲げた姿勢で休ま

せます。（回復体位） 

（回復体位） 

AEDは、機械の音声メッ

セージのとおりに行えば

操作できます。 

電気ショック時は傷病者

から離れ、身体に触れな

いようにしましょう。 

傷病者を仰向けに

寝かせ、普段どお

りの呼吸をしてい

るか（胸と腹部が

上下に動いている

か）を 10秒以内で

確認します。 

➊周囲の安全確認 

➋意識（反応）を確認 

➌大声で応援を呼ぶ 

➍119番とAED依頼 

➎呼吸を確認 

❻胸骨圧迫を開始 ➐AEDを装着⇒解析⇒必要時ショック 

➑胸骨圧迫を継続 

➌安全な場所で休ませる 

➍`救急車要請 

➍`AEDを取りに行く 

大学には、正面玄関西側にAEDが設置されています 

 

（参照 東北学院大学保健室だより） 

意識があっても、大量の出血が

みられる・苦痛が強い場合など

は迷わず救急車を。 

誰か来てください！ 

呼吸がない・普段どおりの呼吸ではない場合（しゃくりあげるように

途切れ途切れの呼吸）・「普段どおりの呼吸」かどうかわからない場合

には胸骨圧迫を開始してください。 

AEDの指示があれば再度電気ショックを行います。 


